
6

護
師
国
家
試
験
の
合
格
率
を
高
め
る
た
め
の
対
策
を
強

化
し
、
第
１
期
生
全
員
が
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し

ま
し
た
。
助
産
学
専
攻
科
の
修
了
生
も
２
年
連
続
で
全

員
が
助
産
師
国
家
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

④
大
学
院
看
護
学
研
究
科
の
教
育

　

大
学
院
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し

て
、
従
来
の
修
士
論
文
コ
ー
ス
に
加
え
、
特
定
課
題
研

究
コ
ー
ス
（
院
内
教
育
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
開
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

〈
短
大
の
教
育
〉

①
教
育
の
質
保
証

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
、
３
つ
の
ポ

リ
シ
ー
に
対
応
し
た
「
学
習
成
果
」
の
獲
得
状
況
に
つ

い
て
具
体
的
な
指
標
に
基
づ
き
、
評
価
・
検
証
を
行
い

ま
し
た
。

②
幼
児
教
育
科

事
業
計
画
「
学
習
成
果
の
獲
得
状
況
の
確
認
を
通
し

て
、
授
業
改
善
、
成
績
評
価
の
適
正
化
」「
保
育
者
養

成
の
機
器
備
品
や
教
材
の
計
画
的
な
充
実
」「
幼
稚
園

教
諭
二
種
免
許
状
の
教
職
課
程
に
つ
い
て
の
再
改
定
」

に
着
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

③
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
よ
り
幅
広
く

科
目
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。
上
級
情
報
処
理
士
、
上
級
秘
書
士
（
国
際
秘

書
）
に
加
え
、
上
級
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
士
（
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
）、
上
級
秘
書
士
（
メ
デ
ィ
カ
ル
秘
書
）、
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
実
務
士
の
取
得
を
可
能
に
す
る
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

〈
国
際
交
流
〉

　

夏
休
み
は
、
主
に
５
つ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
語
学
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
秋
学
期
は
セ
メ
ス
タ
ー

留
学
生
と
し
て
韓
国
（
８
名
）、カ
ナ
ダ
（
１
名
）、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
（
２
名
）
を
派
遣
し
、
ま
た
、
韓
国
の
ハ

ニ
ャ
ン
女
子
大
学
か
ら
３
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　

共
同
研
究
発
表
会
は
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
開
催
を

見
送
り
ま
し
た
が
、
学
術
交
流
は
研
究
倫
理
を
テ
ー
マ

に
対
面
と
遠
隔
方
式
の
併
用
で
２
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

教
員
数
の
増
加
や
学
術
領
域
の
拡
大
、
研
究
費
支
払
方

法
の
多
様
化
等
に
よ
り
、
研
究
費
執
行
の
手
続
き
書
式
を

見
直
し
、
研
究
支
援
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

①
奨
学
金
制
度

　

各
種
奨
学
金
制
度
を
分
か
り
や
す
く
周
知
し
、
募
集

に
つ
な
げ
ま
し
た
。
と
く
に
、
国
の
修
学
支
援
制
度
の

告
知
、
募
集
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
、
経
済
的
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

②
通
学
支
援

１
・
２
限
目
に
三
才
駅
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
、
夕
方
も
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行

し
ま
し
た
。
公
共
の
バ
ス
を
利
用
す
る
学
生
に
は
、
定

期
券
購
入
代
の
補
助
を
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

③
ケ
ア
体
制

メ
ー
ル
連
絡
網
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
災
害
時
の
ほ
か
学

生
の
安
全
確
認
、
各
種
の
情
報
提
供
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

欠
席
調
査
を
行
っ
て
早
期
に
教
職
員
で
情
報
を
共
有

し
、
退
学
者
の
防
止
、
個
々
の
学
生
に
合
わ
せ
た
細
や

か
な
学
生
支
援
に
努
め
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
生
活

講
座
（
生
活
上
の
防
犯
対
策
、
保
健
室
か
ら
健
康
管
理

の
講
座
等
）
を
年
２
回
開
催
し
、
下
宿
学
生
が
安
全
に

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。

④
キ
ャ
リ
ア
支
援
（
就
職
活
動
支
援
）

キ
ャ
リ
ア
担
当
教
員
、
他
部
署
と
学
生
情
報
の
共
有

と
連
携
を
図
り
、
個
々
の
学
生
に
応
じ
た
効
果
的
な
就

職
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、キ
ャ
リ
ア
系
授
業
と
の
連
携
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
推
進
を
行
い
、
職
業
意
識
の
形
成
と
学
習
意
欲
の

喚
起
、
自
立
心
の
向
上
に
役
立
て
ま
し
た
。

　

既
存
の
学
部
学
科
に
加
え
、
文
化
学
科
・
看
護
学
科

の
特
色
を
生
か
し
た
新
し
い
領
域
の
企
業
・
医
療
機
関
・

外
部
機
関
と
の
関
係
強
化
、情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

①
保
護
者
・
卒
業
生
と
の
連
携

保
護
者
に
は
、
泉
会
（
保
護
者
会
）
総
会
を
書
面
議

決
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、『
カ
レ
ッ
ジ
通
信
』（
年
二

回
）
を
発
行
し
、
学
内
外
で
の
活
動
の
よ
う
す
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。　
　

　

卒
業
生（
卒
業
後
三
年
経
過
者
）を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
就
業
状
況
、
学
生
生
活
の
感
想
な
ど
）
を
実

施
し
て
学
内
の
取
り
組
み
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

②
地
域
と
の
連
携

地
（
知
）
の
拠
点
と
し
て
生
涯
学
習
を
展
開
、
公
開

講
座
は
19
講
座
１
８
７
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
出
張
講

座
は
18
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。「
Ｓ
Ｊ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
講
座
」、「
専
門
職
講
座
」
を
開
講
し
、
計
25
講
座

２
５
６
名
の
社
会
人
や
学
生
が
よ
り
高
度
な
学
び
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
感
染
症
の
た
め
活
動
が
大

き
く
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、延
べ
１
３
２
名
が
参
加
し
、

地
域
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

第
三
期
中
期
計
画
（
２
０
２
０
〜
２
０
２
４
年
度
）

の
三
年
目
と
し
て
事
業
計
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
看
護
学
部
と
大
学
院
看
護
学
研
究
科
が

完
成
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
短
期
大
学
で
は
、
共
通
教

育
及
び
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
の
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
実
施
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
の
コ
ー

ス
制
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

〈
建
学
の
精
神
の
実
現
〉

カ
ト
リ
ッ
ク
校
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維

持
、
地
域
へ
の
浸
透
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
建
学
の
精

神
関
連
科
目
の
必
修
化
、
清
泉
講
座
、
静
修
会
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ミ
サ
、
教
職
員
研
修
会
な
ど
を
行
い
、「
建
学

の
精
神
」
の
学
び
を
生
活
に
も
生
か
し
て
い
け
る
よ
う

教
育
を
進
め
る
と
も
に
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
（
待
降
節
）

の
集
い
な
ど
を
通
し
て
学
外
へ
も
伝
わ
る
よ
う
努
め
ま

し
た
。

〈
大
学
の
教
育
〉

①
教
育
の
質
保
証

授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
学
期
末
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、「
身
に
つ
け
る
７
つ
の
力
」

を
用
い
て
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
を
定
期
的
に
評
価

す
る
仕
組
み
を
稼
働
さ
せ
、
学
習
成
果
の
達
成
を
図
る

検
証
シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
基
づ
い
た
教
育
研
究
、
組

織
運
営
並
び
に
施
設
設
備
等
の
総
合
的
状
況
に
つ
い
て

（
一
財
）
大
学
・
短
期
大
学
基
準
協
会
に
よ
る
令
和
４
年

度
大
学
認
証
評
価
の
結
果
、
適
格
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

②
人
間
学
部
２
学
科
の
教
育

心
理
コ
ー
ス
は
公
認
心
理
士
課
程
の
充
実
に
む
け

て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
２
０
２
３
年
度
か

ら
試
験
的
に
開
設
す
べ
く
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
は
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
成
し
、「
多
文
化
理
解
領
域
」
と
「
こ
と
ば
・

教
育
領
域
」
を
明
示
し
て
コ
ー
ス
の
特
徴
と
魅
力
の
見

え
る
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

文
化
学
科
で
は
学
科
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
学
芸

員
に
加
え
、
新
た
な
資
格
と
し
て
図
書
館
司
書
資
格
導

入
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

③
看
護
学
部
看
護
学
科
・
助
産
学
専
攻
科
の
教
育

　

設
置
認
可
申
請
に
沿
っ
て
、着
実
な
授
業
の
運
営（
講

義
、
実
習
等
）
を
行
い
ま
し
た
。
看
護
学
部
で
は
、
看

２
０
２
２
年
度
事
業
の
実
績

　

学
内
で
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
対
面
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
併
催
で
８
回
、
入
試
説
明
・
相
談
会
を
４
回
開

催
。
外
部
の
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
65
会
場
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

入
試
制
度
を
改
定
し
、
早
期
で
の
志
願
者
確
保
と
し

て
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
に
注
力
し

成
果
に
つ
な
げ
ま
し
た
が
、
各
学
科
の
一
般
選
抜
に
お

い
て
志
願
者
を
減
少
さ
せ
た
こ
と
は
引
き
続
き
の
課
題

と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
入
試
改
定
お
よ
び

２
０
２
５
年
度
新
教
育
課
程
対
応
入
試
計
画
の
検
討
を

す
す
め
、
新
高
校
２
年
生
に
向
け
た
情
報
発
信
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

上
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
等
に
適
し
た
授
業
を
展
開
す
る
た
め
視
聴
覚
機

器
等
の
更
新
、
照
明
機
器
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
）、
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
な
ど
施
設
設
備
へ
の
投
資

を
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

長
野
駅
東
口
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
看
護
学
部

が
完
成
年
度
を
迎
え
る
な
か
で
不
足
す
る
什
器
、
備
品

類
の
ほ
か
、
授
業
・
実
習
に
必
要
な
教
育
備
品
類
を
調

達
し
ま
し
た
。

　

経
常
費
補
助
金
で
は
、
教
育
の
質
に
か
か
る
客
観
的
指

標
で
補
助
金
総
額
に
対
し
＋
６
％
（
最
高
評
価
）
の
加
算

を
獲
得
し
ま
し
た
。
大
学
と
短
大
は
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
関
連
の
科
目
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
を
上
回
る
補
助
金
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。

　

清
泉
百
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
に
あ
た

り
、
寄
付
募
集
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
寄
付
総
額
は
７
８
、９
１
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
三
期
中
期
計
画
（
２
０
２
０
〜
２
０
２
４
年
度
）

を
遂
行
し
、
教
学
組
織
の
改
革
、
入
学
定
員
の
変
更
、

共
通
教
育
を
含
む
教
育
課
程
の
見
直
し
、
教
育
環
境
の

整
備
、
働
き
方
改
革
等
に
対
応
し
た
人
事
・
労
務
管
理

を
行
い
ま
し
た
。
実
施
状
況
を
自
己
点
検
評
価
と
も
連

動
さ
せ
て
確
認
し
、
計
画
達
成
の
た
め
実
質
的
な
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
基
盤
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
教
育
研
究
水
準
を

保
つ
こ
と
を
前
提
に
、
予
算
編
成
、
経
費
計
画
を
設
定

し
、
財
政
の
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

教
育
研
究
組
織
の
改
編
、
新
増
設

Ⅰ
教
育
活
動
に
つ
い
て

Ⅱ

教
員
の
研
究
活
動
に
つ
い
て

Ⅲ
学
生
生
活
の
支
援
に
つ
い
て

Ⅳ

保
護
者
、地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て

Ⅴ

施
設
設
備
の
維
持
・
充
実
に
つ
い
て

Ⅶ
学
生
の
募
集
・
受
け
入
れ
に
つ
い
て

Ⅵ
外
部
資
金
に
つ
い
て

Ⅷ
管
理
運
営
・
財
政
基
盤
の
充
実
に
つ
い
て

Ⅸ
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［事業・収支報告書概要］
　2022年度の事業及び収支決算書については、本学院監事と監査法人による監査を
受け理事会・評議員会に諮り、承認を受けています。
　事業活動収支計算書においては、事業活動収入 1,502,501 千円（大学・短期大学合
計）になりました。対して事業活動支出は 1,628,808 千円（大学・短期大学合計）とな
り、126,307 千円の支出超過となりました。
＊計算書の表記は法人全体、大学、短期大学別に作成しています。
＊財産目録に関しては、大学及び短期大学の校地・校舎などの施設設備が同一敷地内
で共用しているため合算の表記となっています。

2022年度　財務の概要について
2022年度の財務の概要につきまして、次のとおりご報告申し上げます。
財務概要は、学校法人会計基準に定める資金収支計算書・事業活動収支計算書・貸借対照表の３表に基づいて作成されて
います。また、財産の内容については財産目録によっています。

科　　　　　目 法人全体 大 　 学 短 　 大
学生生徒納付金収入 4,055,674 860,495 330,915
手数料収入 46,958 13,363 5,163
寄付金収入 206,094 25,872 18,567
補助金収入 817,449 119,783 86,667
　国庫補助金収入 202,742 119,023 86,471
　地方公共団体補助金収入他 605,326 760 196
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 75,129 572 356
受取利息・配当金収入 2,167 8 5
雑収入 132,162 30,720 7,964
借入金等収入 11,100 0 0
前受金収入 840,734 66,053 29,386
その他の収入 291,647 13,963 6,653
内部資金収入 — 0 0
資金収入調整勘定 △ 921,089 △ 77,578 △ 42,330
前年度繰越支払資金 5,048,355 △ 2,233,229 2,590,564

収入の部合計 10,606,380 △1,179,978 3,033,910

科　　　　　目 法人全体 大 　 学 短 　 大

教
育
活
動
収
支

事業活動収入の部
学生生徒納付金 4,055,674 860,495 330,915
手数料 46,958 13,363 5,163
寄付金 186,944 26,283 18,624
経常費等補助金 812,585 119,783 86,667
　国庫補助金 197,879 119,023 86,471
　地方公共団体補助金他 605,326 760 196
付随事業収入 75,129 572 356
雑収入 122,164 30,720 7,964

教育活動収入計 5,299,454 1,051,216 449,689
事業活動支出の部
人件費 3,696,667 697,401 294,443
教育研究経費 1,336,379 383,186 130,998
管理経費 450,448 68,209 35,054
徴収不能額等 747 0 0

教育活動支出計 5,484,241 1,148,796 460,495
教育活動収支差額 △184,787 △ 97,580 △ 10,806

教
育
活
動
外
収
支

事業活動収入の部
受取利息・配当金 2,167 8 5
その他の教育外収入 0 0 0

教育活動外収入計 2,167 8 5
事業活動支出の部
借入金等利息 0 0 0
その他の教育外支出 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0
教育活動外収支差額 2,167 8 5

経常収支差額 △182,620 △ 97,572 △ 10,801

特
別
収
支

事業活動収入の部
資産売却差額 0 0 0
その他の特別収入 36,128 1,516 67
本部負担金収入 — 0 0
内部取引（入）収入 — 0 0

特別収入計 36,128 1,516 67
事業活動支出の部
資産処分差額 8,702 242 199
その他の特別支出 396 246 0
本部負担金 — 12,919 5,911
内部取引（出）支出 — 0 0

特別支出計 9,098 13,407 6,110
特別収支差額 27,030 △ 11,891 △ 6,043

基本金組入前当年度収支差額 △ 155,590 △ 109,463 △ 16,844
基本金組入額合計 △ 125,746 △ 17,777 △ 9,622
当年度収支差額 △281,336 △ 127,240 △ 26,466
前年度繰越収支差額 1,750,424 △ 3,057,431 1,207,923
基本金取崩額 13,991 0 0
翌年度繰越収支差額 1,483,079 △ 3,184,671 1,181,457

（参考）
事業活動収入計 5,337,749 1,052,740 449,761
事業活動支出計 5,493,339 1,162,203 466,605

科　　　　　目 法人全体 大 　 学 短 　 大
人件費支出 3,656,743 679,629 303,447
教育研究経費支出 898,199 255,099 105,627
管理経費支出 411,915 63,500 32,932
借入金等利息支出 0 0 0
借入金等返済支出 15,750 0 0
施設関係支出 73,629 6,245 4,523
設備関係支出 44,566 15,962 7,359
資産運用支出 465,899 17,778 △ 9,003
その他の支出 193,544 11,554 6,411
内部資金支出 — 12,919 5,911
資金支出調整勘定 △ 103,511 △ 11,465 △ 4,993
次年度繰越支払資金 4,949,646 △ 2,231,199 2,581,696

支出の部合計 10,606,380 △1,179,978 3,033,910

科　　　　　目 法人全体 大 　 学 短 　 大
固定資産 24,010,396 1,938,105 1,870,346
　有形固定資産 14,317,898 1,760,840 1,673,361
　特定資産 9,602,724 92,249 196,581
　その他の固定資産 89,774 85,016 404
流動資産 5,149,094 △ 2,209,969 2,584,202

資産の部合計 29,159,490 △ 271,864 4,454,548

科　　　　　目 法人全体 大 　 学 短 　 大
固定負債 608,195 125,160 108,497
流動負債 1,096,582 78,313 34,660

負債の部合計 1,704,777 203,473 143,157

科　　　　　目 法人全体 大 　 学 短 　 大
基本金 25,971,633 2,709,334 3,129,934
繰越収支差額 1,483,080 △ 3,184,671 1,181,457

純資産の部合計 27,454,713 △ 475,337 4,311,391
負債及び純資産の部合計 29,159,490 △ 271,864 4,454,548

区　　　　　分 法人全体 大学・短大合計
1. 基本財産    
　　土地　 175,680.40（19,834.73）㎡
　　建物　　64,611.98（17,078.57）㎡
　　構築物　　　　441　　　　（75）点
　　機器備品　　5,450　　　（1,894）点
　　図書　　　203,162　　（91,149）点
　　車両　　　　　015　　　0　（3）台
2. 運用財産
　　現金預金
　　その他

14,317,898
7,369,175
5,944,140

165,821
297,784
540,234

744
14,841,592
4,949,646
9,891,946

3,434,201
422,720

2,524,532
30,388

164,894
290,935

732
748,483
350,497
397,986

資産総額（基本財産＋運用財産） 29,159,490 4,182,684
1. 固定負債
　　長期借入金
　　その他
2. 流動負債
　　短期借入金
　　その他

608,195
0

608,195
1,096,582

0
1,096,582

233,657
0

233,657
112,973

0
112,973

負債総額（固定負債＋流動負債） 1,704,777 346,630
正味（純財産）（資産総額－負債総額） 27,454,713 3,836,054

④財産目録

②事業活動収支計算書①資金収支計算書

2023年3月31日

2022年4月1日から2023年3月31日まで2022年4月1日から2023年3月31日まで

【資産の部】

【収入の部】

【支出の部】

【負債の部】

【純資産の部】

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）

（単位：千円）

③貸借対照表 2023年3月31日

＊区分欄の（　）内は大学・短期大学合計




